
飼料用イネの広域・大規模生産を支援する 
営農管理支援ツール 

目的と特徴 
・飼料用イネの生産管理を支援する、営農管理支援ツールを開発しました。 
・パソコン画面の地図上で圃場の基本情報、作業計画・履歴等のデータを入力・管理できます。 
・オペレータの日当、作業受託料金、借地料等の各種集計結果をExcel上に出力できます。 

連絡先：農研機構 中央農業総合研究センター農業経営研究領域  tel 029-838-8417 

成果 
・大規模かつ圃場が広域に分散する傾向にある飼料用イネの圃場・生産情報を、視覚的に把
握・管理することができます。 

地図ベースの管理ツールで圃場・生産情報の管理を支援 

飼料用イネ大規模生産で求められる情報管理 

・広域に分散する圃場の配置情報 

・（収穫）作業委託農家と対象圃場の関係 

・対象圃場の作型 

・これらを考慮した作業計画の策定と履歴の管理 

 

技術の完成状況

★★★★☆ 
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委託プロジェクト研究（国産飼料プロ） 
平成25年3月 農林水産省農林水産技術会議事務局研究統括官室 

対象作物、普及対象 
・水稲および飼料作物、全国 
対象農家 
・コントラクタや大規模生産組織 
必要な道具 
・ArcGIS（ESRI社） 
その他 
・本システムはESRI社ArcGISのアドオンツールとして作動するので、ユーザーはArcGISの
基本操作に習熟する必要があります。 

飼料イネ収穫コントラクタを想定した利用の流れ 

このシステムで管理できること 

・地権者・耕作者等、圃場の基本情報の管理 

・コントラクタを想定した、作業受委託情報の管理 

・作付・作業計画の策定 

・入力したデータに基づく圃場の検索・色分け表示 

・地図ベースの作業指示書の作成 

・作業日、作業者等、履歴の管理 

・オペレータの日当、作業受託料、地代等、の各種

集計・帳票作成 

システムの概要 

飼料イネ収穫コントラクタＦ（熊本県） 

収穫受託面積・戸数：128ha・139戸(H24) 

作型：早期、普通期、いぐさ後、葉たばこ後 

組織類型：飼料イネ収穫受託・販売組織 

特徴： 

・圃場が12km×10kmの広域に分散。 

・作型が多様で収穫時期が8月下旬～11月

と長期におよぶ。 

・委託者情報と作型情報を踏まえた作業計

画の策定や、飼料イネ販売に必要な履歴

の管理が必要。 

導入（実証）事例 


